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コーポレート・ガバナンス体制

CSR活動報告

企業として持続的な発展を図り、社会からの信頼を獲得するために、
広く社会とコミュニケーションを図り透明性の高い開かれた経営を実践するとともに、
法令の遵守はもとより、社会のルールや企業倫理に沿って公明正大な企業活動を実施します。

2008年度の総括
● 2009年4月に「コンプライアンスガイドブック」を作成しました。
● eラーニング※を活用して情報セキュリティポリシーおよびコンプ
ライアンスについての研修を実施します。
● 継続的に充実した情報を開示します。

���

2008年4月に新設・改組した内部統制に関する各種委員会を着実
に運用しました。コンプライアンス意識を高めるために、各種の研修
を実施しました。また、継続的に積極的な情報開示に努めました。

今後の取り組み

CSRマネジメント

※ eラーニング：ネットワークを活用し、利用者が好きな時に学ぶことができる教育や研修のこと。

■内部統制システムの体制整備
当社では、2006年の改正会社法
施行に伴い、同年5月の取締役会決議
によって内部統制システムの整備に
関する基本方針を定めました。
2008年4月には、内部統制システム

の実効性をさらに高めるため、情報
セキュリティポリシーの運用状況の
確認や事故に係る改善策などの検討を
行う「情報セキュリティ委員会」と業務
の効率化に取り組む「業務効率化推進
委員会」を新設しました。

コンプライアンスガイドブック

社長による定例記者会見

●  個人情報保護方針➡http://www.kiac.co.jp/public/privacy.html
●  情報公開制度➡http://www.kiac.co.jp/public/info/pub_info/index.html
●  IR情報➡http://www.kiac.co.jp/company/ir/index.html

コーポレート・ガバナンス

コンプライアンス
■コンプライアンス体制
当社は2008年度から、従来設置して

いた「綱紀粛正委員会」を「コンプライ
アンス委員会」に改組し、法令遵守経営
を本格化させています。
2008年度のコンプライアンス委員会

では、内部通報、役員および社員の倫理
意識向上、飲酒運転撲滅などについて
検討を行いました。2009年度は4、
10月にコンプライアンス委員会を開催
し、半期ごとに実績を報告するとともに
実施予定施策の審議を行います。

■コーポレート・ガバナンス体制
当社は、企業としての持続的な発展

を図り、社会からの信頼を獲得するため
に、経営における意思決定の迅速性、
的確性、公正性と透明性を確保すること
をコーポレート・ガバナンスの基本方針
としています。監査役型の経営機関
制度を採用しており、経営の重要な
意思決定機関と取締役の監督機関と
して取締役会、監査機関として監査役会
を設置し、さらに、業務執行の迅速性を
高めるため、業務の分野ごとに担当の
執行役員を任命する執行役員制度を
導入しています。
経営の監査機能を担う監査役会は、
社外監査役4名から構成され、取締役会
などの重要な会議に出席し、取締役の
職務執行を監査しています。また、KIAC

グループの業務が法令および諸規定を
遵守し適切かつ効率的に行われている
かについて、業務監理室が監査を行い
ます。
さらに、当社は会計監査人による監査
に加え、会計検査院等の行政機関に
よる検査なども受けています。

内部統制システムの整備に関して
は、それぞれの委員会の事務局や社内
規則を所管する部署を執行担当部門
と定め、体制の構築を進めています。

■公益通報制度
当社は、コンプライアンス違反行為

の早期発見・未然防止のために、社員
から法令違反行為などについて報告・
相談できる「公益通報制度」を導入して
います。匿名による通報が可能で、いか
なる報告・相談であっても、通報した人
が不利益をこうむることがないよう保障
しています。
制度の受付窓口は、常時社内ポータル

サイトに掲載するとともに、各部代表者
に定期的に周知しています。

■調達活動における法令遵守
当社における工事調達などの契約に

ついては、取引を希望される事業者の
方々を広く募ることを原則とし、透明性
や公平性に留意しています。取引先の
選定などを適正に実施するための機関
として、社長を委員長とする「契約審議
委員会」を設置し、契約手続きの適正
性・透明性を第三者の観点から担保
するため、大学教授など外部有識者3名
で構成する「入札監視委員会」を置いて
います。
2008年度は、独占禁止法と入札
談合等関与行為防止法に関する研修会
を年2回実施し、発注に関係する社員
のコンプライアンス意識の向上に努め
ました。

■情報セキュリティ
当社では、空港に関わる機密情報や

お客様の個人情報など重要な情報を
膨大に扱っています。しかし、ネット
ワークへの不正アクセスや、重要区画
への不正侵入など多岐にわたる脅威に
より、これらの重要な情報が被害を受け
る可能性が増大していました。
そのような状況の中、重要な情報資産

を保護することを目的として、2008年
4月に「情報セキュリティポリシー」を定
め、入社時の研修や社内掲示板で周知
を図っています。さらに、全部長がメン
バーとなる「情報セキュリティ委員会」
を設置し、情報セキュリティ推進体制
を確立しています。
個人情報保護については、「個人情報
保護方針」を定め、当社ウェブサイトに
掲載しています。また、当社が保有する
個人情報に関するお問い合わせ窓口を
開設しています。
2008年3月、社員の個人所有パソ

コンから業務関連情報がネットワーク
上に流失した事態を受けて、その再発
防止のために自宅のパソコン管理に
ついて注意を促しました。2009年度は
eラーニングなどの活用により、社員の
情報セキュリティに対する意識の向上
に努めていきます。

情報開示
■一般の方々への情報開示
当社は「独立行政法人等の保有する
情報の公開に関する法律」（情報公開
法）によって、外部から請求があった
場合、対象となる法人文書を開示する
ことが義務付けられています。
そこで、情報公開制度を設け、法人
文書の公開が適切かつ円滑に実施され

■株主・投資家との対話
当社は、国・地方自治体・民間の共
同出資で設立された特殊会社であり、
株主・投資家の皆様への適時・適切な
IR情報の発信に努めています。ウェブ
サイトにおいて、有価証券報告書や格付
情報など、重要な経営情報を開示して
います。
また、株主の皆様と直接対話する機
会である株主総会においては、当社に
ついて正確にご理解いただくための取り
組みを実施しています。2008年6月の
定時株主総会から、事業報告の際に
図表や写真を多用した映像資料を用い
て、株主の皆様の理解促進を図って
います。総会終了後は、関西国際空港
の事業を理解していただく目的で、空港
見学会を実施しています。
さらに、機関投資家・アナリストの
方々を対象とした説明会や個別訪問を
実施し、決算の概況や関西国際空港の
現状、今後の方向性などについて説明
しています。2008年度は7ヵ所の訪問、
1回の説明会を実施しました。

■コンプライアンス研修
法令と社会規範の遵守の必要性に

ついての理解を深めるために、KIACグ
ループは、2008年度、グループリーダー
クラスを対象にコンプライアンス研修
を実施し、94名が参加しました。

また、日々の業務を遂行する上での
コンプライアンス意識の向上を図るた
めに「コンプライアンスガイドブック」を
作成し、2009年4月に全役員・社員
に配布しました。2009年度は、サブ
リーダークラス以下を対象にした研修
を実施する予定です。

るよう、努めています。
また、毎月、社長による定例記者会見
を実施しています。報道機関を通じて、
広くステークホルダー（P16参照）の皆様
に、当社の現況やトップの考え方を伝えて
います。
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